
         

 

 

泉第八小学校では体験を重視し、いろいろな方
の協力を得て、さまざまな体験学習を実施してい
ます。今回はそれらをご紹介します。 

公益社団法人熊本県緑化推進委員会 が青少年緑
化活動促進事業として行われている 「緑の少年団」
の活動の一環として行いました。 
 泉第八小学校では「泉蜂の子少年団」として活動
しています。 

当日は、八代若杉会、八代地域木材需要拡大
推進協議会、県南広域本部林務課から講師がお
いでになり、本立てづくりを教えていただきま
した。最初はのこぎりや金づちの使い方にとま
どっていたようですが、次第に慣れてくると、
子どもたちは上手く使いこなすことができてい
た様子です。できた本立ては家に持ち帰り、「大
切に使います！」と言っていました。 

 熊本県職業能力開発協会の事業を活用して和菓
子づくりを体験しました。当日はものつくりコー
ディネーターの吉澤さんと中原松月堂（菊池市）
の中原さんにお越し
頂き、「桜」「蜜柑」「キ
ティちゃん」の３つ
の和菓子づくりに挑
戦しました。 
 中原さんがつくる
和菓子は簡単そうに
見えましたが、実際に
体験すると「あん」を

包むのも大変でした。夏綺さんは「お菓子づくりをすると心がうれし
くなりました。」「お菓子屋さんになりたいと思いました。夢がひとつ
増えました。」と感想を述べてくれました。 

 日本醤油協会の「しょうゆもの知り博士」派遣事業で、
久保田しょうゆもの知り博士（人吉の釜田醸造所統括部
長）に来校していただき、おしょうゆがどのようにしてで
きていくのか、くわしく教えていただきました。 
 「大豆」と「塩」と「小麦」の３つ材料と「水」
をまぜ、「麹（こうじ）」のはたらきで「もろみ」を
つ作り、もろみを搾ると「醤油」ができることにみ
んな驚いていました。手に取って観察したり、匂い
を嗅いだり、味見をしたりと、様々な形でおしょう
ゆの作り方を体験し、醤油や味噌づくりに潜む日
本人の知恵を感じることができました。 
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